東日本大震災と三陸鉄道 by 柴田 弘捷











































宮　 古　 市 517 2,946 2,567 379 12.9  20,110 19,353 757 3.8
大 船　渡 市 421 2,623 1,928 695 26.5  17,326 13,374 3,952 22.8
久　 慈　 市 4 2,077 1,881 196 9.4  14,473 13,839 634 4.4
陸前高田市 1,787 1,225 617 608 49.6  6,910 4,472 2,438 35.3
釜　 石　 市 1,044 2,306 1,635 671 29.1  16,723 13,352 3,371 20.2
大　 槌　 町 1,278 760 188 572 75.3  4,797 1,579 3,218 67.1
山　 田　 町 658 857 316 541 63.1  5,188 2,642 2,546 49.1
岩　 泉　 町 7 589 527 62 10.5  3,752 3,416 336 9.0
田 野　畑 村 29 150 130 20 13.3  1,008 1,001 7 0.7
普　 代　 村 1 164 150 14 8.5  745 733 12 1.6
野　 田　 村 38 193 158 35 18.1  1,101 947 154 14.0
洋　 野　 町 0 699 649 50 7.2  3,881 3,702 179 4.6































し、81 年 11 月、三陸鉄道㈱（代表取締役社長・岩手県知事）を設立した。 
82 年から線路未設区間の工事を行い、84 年４月１日、南リヤス線（盛－釜石間 10 駅、36.6
㎞）、北リヤス線（宮古－久慈間 16 駅、71.0 ㎞）を開業した（第３セクター鉄道の第１号）。
三鉄側は、ＪＲ山田線の一部、釜石－宮古間の譲渡も希望したが受け入れられなかった。 
三鉄㈱は、資本金 3 億円、発行済み株式総数 30,000 株、株主 46 名で、株主構成は、岩手県
48.0%、沿線市町村 19.3%（うち、宮古市 4.5%、大船渡市 3.8%、一関市 2.3%、久慈市 2.2%、釜石
市 2.2%）、沿線外市町村 8.0%、他に㈱岩手銀行 4.0%、新日鐵住金㈱3.3%、東北電力㈱3.3%、その
他 14.1%で、県内自治体が 75.3%を所有している（2014.3.31 現在、発足時および震災前 10.3.31
と変わらず）。 




社長には 2010 年６月から県庁職員ＯＢの望月雅彦（専従）が就任している。 
本社と事業本部は宮古市にあり、北リヤス線運行部が久慈市、南リヤス線運行部が大船渡市
に置かれている。駅数は南リヤス線が 10 駅、北リヤス線が 16 駅で、有人駅は盛、釜石、宮古、
久慈の４駅、業務委託駅が４駅、他は無人駅である。 
従業員は、83 年に国鉄ＯＢ25 人、新期採用（第１期生）35 人（応募者 275 人）が採用され、
その後若干の増員があり、開業時（84 年４月１日）は、非常勤の社長１、副社長１、専務１を
除き、96 人－受入出向者６人、国鉄ＯＢ49 人、新採用 39 人、その他２人―であった。開業時
に国鉄ＯＢの受け入れが多いのは、鉄道業務経験者を必要としたことと人件費抑制のためで
あった。一時プロパー社員養成のため増員され 110 人になったこともあるが、震災前の 10 年３
月末は 65 人（男 63、女 2）、臨時雇用者 28 人、震災直後の 11 年３月末は 64 人（男 63、女 1）、
臨時 32 人、14 年３月末は 61 人（男のみ）、臨時 16 人である。 
初期の新規採用者には駅務、車掌、運転、保線、事務等の鉄道業務を身につけたマルチ職員
養成を行っていたが、昨今は部署ごとの採用となり、エキスパート育成となっている。 







出し、黒字経営で出発し、93 年度までは 200 万人を維持し、黒字経営であった。しかし、沿線
住民の乗用車保有の普及（沿線 12 市町村の乗用車等台数と１世帯当たり台数 84 年度 88,497
台、0.86 台、06 年度 167,426 台、1.54 台）と、人口および通学生の減少で利用人員の減少が続
き、開業 10 年後の 94 年度に 200 万人を割り、2008 年度には 100 万人を切り、震災前の 2009
年度は 90 万人弱で、開業年度の３分の１になってしまった（表２）。 
開業年度の利用人員の内訳は、定期券外客が過半で、定期券利用者は通学が４割弱（38.0%）、
通勤は 7.2%にすぎなかった。それが、2009 年度には、利用者数は対 1984 年度比で 180 万人弱
減少し（減少率 66.7%）、定期券外客は半数を割り、高校生を中心とした通学定期券客が過半、
通勤定期利用者が 3.4%となった。つまり、定期券外客が大幅に減少し（減少率 71.9%、減少寄
－ 60 － 
与率 59.0%）、通学定期利用者が乗客の過半を占めるようになった。  
2008 年 11 月の「旅客流動調査」*2（表３）によれば、１日の利用者数は平日 1,893 人、休日
942 人であった。利用者は、平日は６割が 10 歳代、60 歳以上が２割で、20～59 歳層は２割に








なお経営状態は、利用人員 200 万人以上あった 93 年までは黒字経営であったが、94 年度か
表２ 三陸鉄道乗車人員数・構成の推移 
単位：人、%
年度 1984 1989 1994 1999 2004 2009 2010
乗車人員計 2,688,735 2,268,431 1,926,259 1,438,343 1,070,443 895,570 851,456
定期外 1,472,115 1,011,491 806,539 559,283 419,503 413,530 381,476
通学定期 1,022,880 1,158,540 1,036,320 830,580 616,020 449,640 430,200
通勤定期 193,740 98,400 83,400 48,480 34,920 32,400 30,780
乗車人員計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
定期外 54.8 44.6 41.9 38.9 39.2 46.2 44.8
通学定期 38.0 51.1 53.8 57.7 57.5 50.2 50.5




計 10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 7０歳以上 不明
平日 100.0 0.4 60.7 2.1 2.8 3.5 9.4 8.9 11.5 0.7
休日 100.0 0.7 27.2 5.0 5.6 7.7 14.0 24.1 15.5 0.1
計 観光 仕事 通院 通学 通勤 買物 その他 不明
平日 100.0 7.7 3.6 9.0 57.6 10.5 4.5 5.3 1.8







－ 61 － 














財政的には、県（57,500 万円）、国（３年間で 108 億円）の復興経費、そしてクウェート国




した「運転再開記念臨時列車」が 13 年４月３日南リアス線盛－吉浜間３往復運転された）。 
今回の三鉄支援の特徴は、多くの個人、団体からの義捐金、物資の支援および沿線住民も含
んで、多くのボランティアの様々な支援があったことである*1。 
なお、被害を受け要員の見直しがされ、10 年度末の 64 名（出向者１含む）、臨時雇用者 32
名から、11 年度末 57 名（出向者１含、出向受入１を含む）、臨時 13 名、12 年度末 55 名（出向
受入２を含む）、臨時 17 名に縮小された。ただし、減員のうち、11 年度４名、12 年度の５名は
ＩＧＲ岩手銀河鉄道に一時退職扱いで期間派遣されていた。震災被害による｢リストラ｣はゼロ





被災５日後の 16 日の「災害復興支援列車」の運行（久慈駅－陸中野田駅間）から、徐々に運 

































－ 63 － 
転区間を延長してきた三陸鉄道は被災３年後の 14 年４月６日、南北リヤス線全線の運転が再開
された。震災前にくらべやや運行本数は少ないが、14 年８月現在、南リヤス線盛－釜石間上下




乗車人員は減少が続き、震災被害に遭い運行が部分的となった 11 年度は 30 万人弱になって










だが、震災前の 2010年同期比ではまだ 11.0%減である。観光客ら「定期券外利用者」は 249,180
人で、10 年同期比 37.6%増だった。他方、地元高校生を中心とする定期券利用者は 111,097
人で同 50.3%減だった。震災後の沿線住宅の復旧の遅れも含んで、沿線住民の減少が著しく、
地元民利用の回復は思わしくないが、団体「観光客」の増加が著しい。14 年度上半期の経

























いる（表４）。また、すでに見たように、民営事業所は 4,000 弱、従業者は 18,000 人弱減少し
ている。沿線の高校の統廃合もあり（13 年度、高校数 19 校、生徒数 6,941 人、本務教職員数




表４ 岩手県沿岸 12 市町村の人口の変化 







C－Ａ B－Ａ C－B C／Ａ B／Ａ C／B
岩手県 1,385,041 1,326,643 1,284,384 -100,657 -58,398 -42,259 -7.3 -4.2 -3.2 5,893 -13.9
宮古市 63,588 59,229 55,856 -7,732 -4,359 -3,373 -12.2 -6.9 -5.7 517 -15.3
大船渡市 43,331 40,579 38,463 -4,868 -2,752 -2,116 -11.2 -6.4 -5.2 421 -19.9
久慈市 39,141 36,789 35,506 -3,635 -2,352 -1,283 -9.3 -6.0 -3.5 4 -0.3
陸前高田市 24,709 23,221 19,333 -5,376 -1,488 -3,888 -21.8 -6.0 -16.7 1,787 -46.0
釜石市 42,987 39,399 35,840 -7,147 -3,588 -3,559 -16.6 -8.3 -9.0 1,046 -29.4
大槌町 16,516 15,222 11,690 -4,826 -1,294 -3,532 -29.2 -7.8 -23.2 1,278 -36.2
山田町 20,142 18,506 15,903 -4,239 -1,636 -2,603 -21.0 -8.1 -14.1 757 -29.1
岩泉町 11,914 10,708 9,793 -2,121 -1,206 -915 -17.8 -10.1 -8.5 7 -0.8
田野畑村 4,241 3,838 3,534 -707 -403 -304 -16.7 -9.5 -7.9 29 -9.5
普代村 3,358 3,065 2,905 -453 -293 -160 -13.5 -8.7 -5.2 1 -0.6
野田村 5,019 4,606 4,231 -788 -413 -375 -15.7 -8.2 -8.1 38 -10.1
洋野町 19,524 17,775 16,579 -2,945 -1,749 -1,196 -15.1 -9.0 -6.7 0 －
























































＜以上、日経新聞 2014/8/7 電子版＞。とは言え、現在時点（14 年 10 月）では、方向は確定し





















－ 67 － 
みがえれ！みちのくの鉄道～東日本大震災からの復興の軌跡～』第２編第 3 章「三陸鉄道」（2012 年９月
刊）、品川雅彦『三陸鉄道情熱復活物語 笑顔をつなぐ、ずっと・・』（三省堂 2014 年７月刊）参照 
*2 沿線 12 市町村「三陸鉄道沿線地域等公共交通活性化総合連携計画」（2009.3） 
*3 沿線 12 市町村「三陸鉄道沿線地域等公共交通活性化総合連携計画」改訂版（2014 年） 
*4 同上 
*5 ニーズに応じて被災地視察を完全オーダーメイドでプランニングできる三鉄を利用した企画 
*6 盛－釜石間往復 2 時間の貸し切りで新型レトロ車両利用は 5 万 2 千円、半額助成があるので、2 万 6 千
円で借りることができ、使い方は自由 
*7 三鉄は、設立時から山田線宮古－釜石間（55.4 ㎞）も三陸鉄道に移管するよう要望してきたが、当時宮
古－釜石間はそれほど採算性が悪くなく（ＪＲ東日本が誕生した 1987 年度の１日平均利用者数は 1,719
人あった＜毎日新聞 2014.02.01＞）、かつ、盛岡－宮古－釜石（山田線全線）―新花巻（釜石線）という
ＪＲによる三陸を含む観光列車運行も考慮されたようで、宮古－釜石間の三陸鉄道への移管は拒否し続
けていた。しかし、震災直前の 10 年度は１日の乗客 693 人（同、毎日新聞）と最悪の状態となっており、
復旧しても大幅な赤字は確実で、ＪＲは鉄路復旧を拒否していたのである。 





品川雅彦『三陸鉄道情熱復活物語 笑顔をつなぐ、ずっと・・』（三省堂 2014 年７月刊） 
国交省東北運輸局『よみがえれ！みちのくの鉄道～東日本大震災からの復興の軌跡～』（12 年） 
沿線 12 市町村「三陸鉄道沿線地域等公共交通活性化総合連携計画」（2009）、同改訂版（14 年） 
三陸鉄道㈱｢決算報告｣｢事業報告｣（各年度）及び提供資料 
